
１．地方公会計の整備

現行の地方公共団体の会計制度は、単式簿記による現金主義会計を採用しています。

一方で、現金主義会計では把握できない情報（ストック情報等）を把握し、未来への施

策・各種計画の参考とするため、発生主義による複式簿記による財務書類の作成が必要と

の見方が強まっています。

そのような中、総務大臣通知（平成 26年 5月 23日付け）により、新公会計制度が始ま
り、統一的な基準による固定資産台帳と財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資

産変動計算書、資金収支計算書）の作成の要請がなされました。

本町では、この流れを受け、平成 28 年度決算から統一的な基準による財務書類を作成
しております。その中には、普通会計を対象とする「一般会計等財務書類」、特別会計・

企業会計を含めた町全体の会計を対象とする「全体会計財務書類」、一部事務組合や第 3
セクター等を含めた各関係団体全てを含めた「連結財務書類」があります。

新公会計制度は、「資産・債務の適切な管理」「財務情報の明瞭開示」を目的とした制

度であり、これに則り、つるぎ町の財務書類を公表致します。

２．各財務諸表について

（１）貸借対照表（ＢＳ）

現行の現金主義会計である地方公共団体の決算書は、単年度での歳入・歳出の把

握には優れていますが、現在の資産や負債が把握しにくい物となっています。

貸借対照表は、表の左側（借方）に町が保有する土地や建物、基金等の資産を示

し、右側（貸方）にその資産を形成することにより、これから負担しなければなら

ない「負債」と、これまでに負担した「純資産」が示されています。

（２）行政コスト計算書（ＰＬ）

行政コスト計算書は、企業会計でいう損益計算書にあたるものでありますが、行

政サービスに要した費用を明確にすることを目的とした物です。

単年度の福祉サービスの提供にかかる経費など、資産形成につながらない行政サ

ービスに要したコストと、行政サービスの対価として徴収する使用料等を対応させ

て示した物です。

（３）純資産変動計算書（ＮＷ）

純資産変動計算書は、年度中に純資産がどのように増減したかを示した物です。

純資産が増加すると、未来への負担が減少したことを示し、逆に減少は、必要な

負担を未来へ先送りしたことを意味します。

（４）資金収支計算書（ＣＦ）

1 年間の資金の増減を、業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支に区分し、残
高を示した物で、各活動に要した資金が分かります。



３．対象となる会計の範囲 

 

一般会計、剣山木綿麻温泉事業特別会計 

 

 

国民健康保険特別会計（事業勘定） 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計（事業勘定） 

 

徳島県市町村総合事務組合、徳島県市町村議会議員公務災害補償等組合、徳島県後期高齢者医療広域連合、 

美馬地区広域行政組合、吉野川環境整備組合、美馬環境整備組合、西阿老人ホーム組合 

美馬西部消防組合、美馬西部共立火葬場組合、美馬西部特別養護老人ホーム組合 

 
（株）貞光ゆうゆう館、（株）ラ・フォーレつるぎ山 

 

 

第三セクター等 

一部事務組合・広域連合 

連結対象 

公営事業会計 

公営企業会計 

普通会計 

つるぎ町全体会計 

つるぎ町連結会計 

 

水道事業会計 

病院事業会計 

法適用 
 

農業集落排水事業会計 

特定環境保全公共下水道事業会計 

介護サービス事業会計 

法非適用 


